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2016年4月28日 豪州の「金融政策」の仕組み（オーストラリア）  
2016年4月19日 最近の指標から見る中国経済（2016年4月） 
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2016年5月20日 

緩やかな景気拡大：注目される7月の総選挙 
最近の指標から見る豪州経済（2016年5月） 
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■ターンブル豪首相は、上下両院の解散・総選挙を表

明しました。投票日は7月2日です。下院に加え上

院でも、与党・保守連合による過半数の議席獲得

が狙いです。両院同時選挙は87年以来29年ぶり。 

注目される総選挙と2016年度予算案 

■2016年4月の雇用者数は前月比+1.1万人の増

加となりました。雇用統計は月ごとの変動が激しいた

め、変動を均した政府公表のトレンド値を見ると、

4月は同＋0.4万人増でした。前月の同+0.8万人

増からは鈍化しましたが、企業マインドが大底を打ち、

改善基調にあることから、今後、雇用の勢いは再び

強まる見込みです。一方、失業率は同横ばいの

5.7％でした。 

■雇用の改善を背景に、小売売上高は前年同月比

＋4％前後の伸びを維持しています。家計セクター

は底堅く推移しています。 

労働市場は緩やかに改善 
家計セクターは底堅く推移 

■16年1-3月期の消費者物価上昇率は、前年同期

比＋1.3％でした。前期の同＋1.7％から鈍化し、

豪州準備銀行（RBA）の目標である＋2％～

＋3％の下限を下回った状態が続いています。 

■インフレ率の低下を受けて、RBAは5月3日に政策

金利を0.25％引き下げ、過去最低の1.75％としま

した。当面のところ政策金利は据え置かれると予想

されますが、景気の動向次第では、追加緩和が実

施される可能性のあることには注意が必要です。 

政策金利を引き下げ 
物価上昇率の低下が理由 

（注）データ期間は2010年1月～2016年4月。雇用者数 
     は政府公表のトレンド値。企業景況感指数は雇用DI。 
     NABはナショナルオーストラリア銀行。 

（出所）Datastreamのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成  

（注）消費者物価指数は2011年4-6月期～2016年1-3月期。 
      政策金利は2011年4月30日～2016年5月19日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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■与党が勝利すれば、法人税減税、インフラ投資拡

大などを盛り込んだ、 2016年7月に始まる

2016/17年度政府予算が成立します。そうなれば

株価や豪ドルにも好影響を及ぼす見込みです。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/asia_oceania/key160428as.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/china/news160419ch.html

